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子でいっしょに癒しのひととき

▼OMURA室内合奏団 母の日コンサート親
　ＯＭＵＲＡ室内合奏
団による「母の日コン
サート」が、郡コミセン
で開催されました。会場
にはたくさんの家族連
れのお母さんが集まり、
アンサンブルのステキ
な演奏で癒しのひとと
きを過ごしました。

っけよ～い のこった！ のこった！！

▼第25回わんぱく相撲大村場所は
「わんぱく相撲大村
場所」が、東大村小学
校で開催されました。
大会には、市内の小学
生163人が参加。ち
びっ子力士たちは、土
俵の上で練習の成果
を発揮し、熱い戦いを
繰り広げました。

づくりロケットで大空を目指して

▼第57回子ども大会手
市内の子ども会の交
流と親睦を深めるため
「子ども大会」が、市陸
上競技場で開催されま
した。「水ロケット大会」
では、自分たちで作っ
たロケットが、青空高く
飛んで行くと大きな歓
声が上がりました。
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催
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ま
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で
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鼓
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市
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田
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仙
北
市
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郷
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能
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披
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内
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と
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し
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雨や洪水に備えて

▼市消防団水防訓練大
　梅雨や台風の時期
を前に「消防団水防訓
練」を実施。消防団員
たちは、消防署員の指
導のもと、きびきびと
した動作で水防工法
技術の向上に励み、も
しもの時に備えまし
た。

の玄関で大村のハナショウブをPR

▼長崎空港にミニ花菖蒲園を設置空
県立大村城南高校
環境デザイン系列の生
徒が、長崎空港１階ロ
ビーに、ミニ花菖蒲園
を設置しました。期間
中、空港を訪れた人た
ちにハナショウブの美し
さと、大村公園の花菖
蒲園をＰＲしました。

空の下 かっぱ気分で水遊び

▼かっぱまつり～ 郡川の自然に親しむ会～青
恒例の「かっぱまつ

り」が、郡川鬼橋上流の
広場で行われました。汗
ばむ陽気の中、子どもた
ちは、川で水しぶきを上
げながら元気いっぱい
遊んだ後、川のほとりで
長いかっぱ巻きづくりに
挑戦しました。

OMURA  CITY
INFORMATIOＮ

5/22

災 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
協
力
を

←
３
者
で
災
害
時
の
協
力
体

　
制
を
確
認
し
ま
し
た
。
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交 ４
車
線
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実
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し
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←
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携
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確
認
し
ま
し
た
。
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。
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魅
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ン

　
テ
ー
シ
ョ
ン
。

災害時の応援協力に関する協定書調印式

国道34号大村・諫早間整備促進期成会総会

民生委員制度創設100周年記念講演

大村湾魅力発信イベントの開催
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による災害に備えるため、防災関係機関合
同で市内の危険箇所を視察しました。雨 災

害
対
策
の
た
め
の
体
制
確
認

←
原
町
の
土
砂
災
害
警
戒
区

　
域
を
視
察
す
る 

一 

行
。

大村市危険箇所状況視察 5/17
大
村
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

←
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つい
て

　
考
え
ま
し
た
。

大村市新幹線まちづくり推進協議会総会

　原町の土砂災害警戒区域と、立福寺町の井龍
排水路を視察。現地では、園田市長をはじめ警察
や消防などの関係機関が担当者の状況説明を受
け、災害への対策を話し合いました。

害が発生した場合の応援協力に関する協
定を締結しました。大村市社会福祉協議会

と大村青年会議所、市の３者間で締結したのは九
州初。災害時に市と社協が設置する災害ボランティ
アセンターで、青年会議所の会員のネットワークを生
かして協力していただきます。

村湾魅力発信イベントが、東京丸の内で開
催されました。100人を超える参加者に向け

て、大村湾の魅力をプレゼンテーション。各自治体の
食材を使った試食会などで、その魅力を存分にPR
しました。今後も大村湾流域の活性化を目指し、5市
5町で協力して取り組んでいきます。

通渋滞が慢性化している国道34号の大村
市与崎から諫早市本野間について、早期４

車線化の実現に向け、「国道34号大村・諫早間整
備促進期成会」総会を開催しました。大村・諫早両
市がさらに連携し、国や県などの関係機関へ強く要
望していくことを確認しました。

生委員制度創設100周年を記念した講演
会が、さくらホールで開催されました。民生委員

は、住民の立場に立って相談に応じ、専門機関へ
の橋渡し役を担うなど、地域福祉の担い手として日々
活動されています。皆さんは自身の活動を重ね合わ
せながら、講師の話に聞き入っていました。

　　  民で組織する大村市新幹線まちづくり推進
　　  協議会の総会が開催されました。新幹線の
建設や新大村駅（仮称）の周辺整備について進捗
状況を説明。そのほか、「北海道新幹線開業に向け
た函館の取り組み」と題して基調講演も行われ、開
業の効果を生かす取り組みに耳を傾けました。

官
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